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序
章

第
一
節
　
原
始
・
古
代

	

　

地
質
学
で
い
う
新
生
代
、
つ
ま
り
哺
乳
類
が
台
頭
す
る
時
代
の
う

ち
、
約
二
六
〇
万
年
前
以
降
を
第
四
紀
と
呼
ぶ
。
第
四
紀
は
地
球
上

で
人
類
が
活
動
し
て
お
り
、
石
を
打
ち
欠
い
た
打
製
石
器
を
使
用
し

は
じ
め
た
。
そ
の
時
期
区
分
を
石
器
時
代
と
呼
び
、
さ
ら
に
約
一
万

二
〇
〇
〇
年
を
境
と
し
て
そ
れ
以
前
を
旧
石
器
時
代
、
以
後
を
新
石

器
時
代
と
分
け
て
い
る
。
こ
の
区
分
は
欧
米
を
中
心
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
日
本
列
島
で
は
同
時
期
の
土
器
出
現
を
境
に
、
旧
石
器
時
代

以
降
を
縄
文
時
代
と
設
定
し
て
い
る
。

　

旧
石
器
時
代
の
う
ち
、
日
本
列
島
で
確
実
に
人
類
の
痕
跡
が
確
認

で
き
る
の
は
約
三
万
五
〇
〇
〇
年
前
以
降
の
後
期
旧
石
器
時
代
で
あ

る
。
こ
の
時
代
の
遺
跡
は
列
島
各
地
で
数
多
く
確
認
さ
れ
て
お
り
、

鍵
と
な
る
地
層
（
火
山
灰
層
）
や
各
地
で
定
型
化
し
た
ナ
イ
フ
形
石

　

大
口
町
域
に
お
い
て
「
大
口
」
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
の
町
村
合
併
に
よ
り
、
大
口
村

が
誕
生
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
以
前
か
ら
、
こ
の
地

に
は
人
々
が
生
活
を
営
ん
で
き
た
。

　

旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
に
か
け
て
、
わ
た
し
た
ち
の
先
祖
が

活
動
し
は
じ
め
、
各
時
代
に
お
い
て
も
当
時
の
人
々
は
町
域
内
で
活

躍
し
続
け
て
き
た
。
積
み
重
ね
ら
れ
た
痕
跡
は
、
現
在
も
残
る
記
録

類
や
遺
跡
な
ど
か
ら
、
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
章
は
、
町
域
に
お
け
る
原
始
時
代
か
ら
、
大
口
村
と
な
り
、
一

九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
八
月
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
ま
で
の
あ
ゆ

み
を
た
ど
る
。
た
だ
し
、
本
書
は
現
代
史
を
ひ
も
と
く
こ
と
が
目
的

で
あ
る
た
め
、
各
時
代
に
お
け
る
概
要
の
み
を
紹
介
す
る
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
一
九
八
二
年
刊
行
の
『
大
口
町
史
』
を
参
照
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

「
大
口
」
と
呼
ば
れ
る
ま
で
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器
の
消
長
を
基
準
に
時
期
を
細
分
化
し
て
い
る
。
愛
知
県
に
お
い
て

後
期
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
分
布
が
比
較
的
集
中
し
て
い
る
の
は
、
東

か
ら
豊と
よ

川が
わ

流
域
、
矢や

作は
ぎ

川が
わ

流
域
、
濃
尾
平
野
と
な
っ
て
い
る
。
当
時

は
最
終
氷
期
の
最
盛
期
に
あ
た
り
、
平
均
気
温
は
現
在
よ
り
約
七
℃

ほ
ど
低
く
、
そ
れ
に
と
も
な
い
海
水
面
が
大
き
く
低
下
し
て
い
た
た

め
、
海
岸
線
は
現
在
よ
り
も
遠
く
、
伊
勢
湾
及
び
三
河
湾
は
陸
地
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現
在
湾
内
の
海
底
に
も
遺
跡
が
存
在
し
た
可

能
性
が
あ
る
。

　

後
期
旧
石
器
時
代
に
お
け
る
尾
張
北
部
域
の
遺
跡
と
し
て
は
、
犬

山
市
の
入
鹿
池
周
辺
遺
跡
、
小
牧
市
の
西に
し

之の

島し
ま

遺
跡
・
総そ
う

濠ぼ
り

遺
跡
、

春
日
井
市
の
上か
み

八は
っ

田た

遺
跡
・
梅う
め

ケが

坪つ
ぼ

遺
跡
・
梅
ケ
坪
南
遺
跡
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
確
実
に
同
時
代
の
石
器
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
、
立
地
の
共
通
点
と
し
て
、
尾
張
平
野
東
部
の
洪
積
台

地
・
丘
陵
上
で
あ
る
。
反
対
に
洪
積
台
地
よ
り
西
側
に
あ
た
る
犬
山

扇
状
地
（
沖
積
低
地
）
に
は
分
布
が
希
薄
と
な
る
。
町
域
内
に
お
い

て
は
、
後
期
旧
石
器
時
代
の
石
器
群
を
発
見
し
た
西に
し

山や
ま

神が
み

遺
跡
が
存

在
す
る
が
、
遺
跡
の
帰
属
時
期
は
縄
文
時
代
の
可
能
性
が
高
い
た
め
、

明
言
は
で
き
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
町
域
に
お
い
て
表
採
さ
れ
た
石
器

が
数
点
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
（
２
―
０
―
１
）。

　

後
期
旧
石
器
時
代
が
終
末
を
迎
え
る
頃
、
地
球
上
で
は
自
然
環
境

に
大
き
な
変
化
が
訪
れ
る
。
旧
石
器
時
代
を
通
じ
て
は
氷
期
と
間
氷

期
を
繰
り
返
す
氷
河
時
代
が
続
い
た
。
氷
河
時
代
が
終
わ
る
と
地
球

全
体
の
温
暖
化
が
進
み
、
北
極
や
南
極
の
氷
床
が
減
っ
て
世
界
的
な

海
水
面
の
上
昇
を
も
た
ら
し
た
。
日
本
列
島
で
は
「
縄
文
海
進
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
約
一
万
九
〇
〇
〇
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
現
象

に
よ
り
、
日
本
列
島
は
海
に
囲
ま
れ
、
中
国
地
方
と
四
国
地
方
が
分

離
し
、
瀬
戸
内
海
が
形
成
さ
れ
た
。
伊
勢
湾
岸
域
を
み
る
と
、
こ
れ2-0-1　旧石器・縄文時代における主要遺跡
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ま
で
陸
地
で
あ
っ
た
伊
勢
湾
・
三
河
湾
に
海
が
流
入
し
、
縄
文
海
進

の
ピ
ー
ク
に
あ
た
る
約
六
〇
〇
〇
年
前
は
、
現
在
の
海
岸
線
を
越
え

て
さ
ら
に
内
陸
へ
と
入
り
込
ん
だ
。
そ
の
後
、
徐
々
に
気
温
と
海
水

面
が
下
が
り
海
退
が
進
み
、
約
四
五
〇
〇
年
前
に
小
規
模
な
海
進
、

約
三
〇
〇
〇
年
前
に
さ
ら
な
る
海
退
が
起
こ
り
、
現
在
の
地
形
が
成

り
立
っ
て
い
っ
た
。
尾
張
北
部
に
広
が
る
平
野
部
に
目
を
向
け
る
と
、

約
一
万
二
〇
〇
〇
年
前
に
あ
た
る
縄
文
時
代
草
創
期
の
頃
は
、
後
期

旧
石
器
時
代
に
引
き
続
き
、
遺
跡
の
分
布
は
小
牧
市
の
小
牧
山
南
遺

跡
、
春
日
井
市
の
梅
ケ
坪
遺
跡
な
ど
、
洪
積
台
地
・
丘
陵
上
に
集
中

す
る
。
町
域
で
も
犬
山
扇
状
地
の
微
高
地
上
に
あ
た
る
中な
か

原は
ら

遺
跡
で

有
舌
尖
頭
器
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
約
一
万
年
前
の
縄
文
時
代
早
期

に
入
る
と
、
段
丘
よ
り
標
高
の
低
い
位
置
に
あ
た
る
平
野
部
で
も
微

高
地
を
利
用
し
て
人
々
が
生
活
し
て
い
た
痕
跡
が
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

　

町
域
で
は
北き
た

替か
え

地ち

遺
跡
の
ほ
か
、
扶
桑
町
の
下し
も

林ば
や
し遺
跡
、
犬
山
市

の
上か
み

野の

遺
跡
な
ど
で
あ
る
。
縄
文
海
進
の
ピ
ー
ク
に
あ
た
る
約
六
〇

〇
〇
年
前
は
、
平
野
部
ま
で
海
岸
線
が
進
出
し
た
た
め
、
現
在
の
と

こ
ろ
町
域
を
含
め
た
平
野
部
で
は
遺
跡
が
確
認
で
き
な
く
な
る
。
そ

の
後
、
海
退
に
よ
っ
て
徐
々
に
平
野
部
で
の
活
動
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
縄
文
時
代
中
期
後
半
あ
た
る
時
期
に
は
、
町
域
の
西
山
神
遺

跡
、
扶
桑
町
の
下
林
遺
跡
な
ど
犬
山
扇
状
地
上
の
遺
跡
に
加
え
、
沖

積
地
に
あ
た
る
自
然
堤
防
に
お
い
て
も
一
宮
市
の
佐
野
遺
跡
、
岩
倉

市
の
ノ
ン
ベ
遺
跡
、
清
須
市
の
朝
日
遺
跡
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
中
部
高
地
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
大
規
模
集

落
で
は
な
く
各
遺
跡
で
想
定
さ
れ
る
集
落
の
規
模
は
小
さ
い
。
約
四

〇
〇
〇
年
前
か
ら
縄
文
時
代
後
期
、
晩
期
と
続
く
が
、
こ
の
頃
に
な

る
と
海
退
が
一
層
進
み
、
平
野
部
に
は
多
く
の
遺
跡
が
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　

尾
張
北
部
域
に
お
け
る
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
最
盛
期
を
迎
え
る
の

は
晩
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
代
表
さ
れ
る
遺
跡
は
一
宮
市
の
馬ま

見み

塚づ
か

遺
跡
で
あ
り
、
愛
知
県
内
で
最
大
規
模
を
誇
る
。
町
域
で
は
西に
し

浦う
ら

遺
跡
が
該
当
す
る
。
こ
の
遺
跡
で
は
縄
文
時
代
晩
期
の
土
器
と
と
も

に
、
弥
生
時
代
前
期
の
土
器
が
一
点
出
土
し
て
お
り
、
両
時
代
の
移

行
期
に
あ
た
る
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

東
ア
ジ
ア
で
育
ま
れ
た
農
耕
技
術
が
、
日
本
列
島
へ
伝で
ん

播ぱ

・
定
着

し
て
特
に
西
日
本
に
住
む
人
々
の
生
活
様
式
が
大
き
く
変
貌
し
た
。

大
陸
か
ら
の
文
物
は
数
度
に
わ
た
っ
て
伝
わ
り
、
水
稲
農
耕
と
そ
れ

に
と
も
な
う
道
具
が
出
現
し
た
。
集
落
は
周
囲
を
堀
で
囲
ん
だ
環か
ん

濠ご
う

集
落
と
な
り
、
金
属
器
は
技
術
革
新
と
新
し
い
思
想
を
生
み
出
し
、
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逆
に
争
い
と
い
う
負
の
側
面
も
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
ら
の
縄
文
時
代

と
は
一
変
し
た
弥
生
文
化
は
、
紀
元
前
四
世
紀
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。

尾
張
北
部
に
お
い
て
は
、
清
須
市
か
ら
名
古
屋
市
西
区
に
か
け
て
展

開
す
る
朝
日
遺
跡
が
代
表
的
で
あ
る
が
、
町
域
内
で
も
弥
生
文
化
が

花
開
い
た
（
２
―
０
―
２
）。
特
筆
す
べ
き
は
現
在
の
余
野
地
区
を
中

心
と
す
る
範
囲
で
確
認
さ
れ
た
余
野
遺
跡
群
で
あ
る
。

　

余
野
遺
跡
群
は
、
大
小
含
め
た
集
落
遺
跡
が
集
中
し
て
お
り
、
時

期
は
弥
生
時
代
中
期
～
古
墳
時
代
中
期
が
中
心
で
あ
る
。
犬
山
扇
状

地
を
網
の
目
の
よ
う
に
流
れ
る
大
小
の
河
川
で
形
成
さ
れ
た
自
然
堤

防
上
に
立
地
す
る
。
区
画
整
理
事
業
に
と
も
な
う
調
査
に
よ
っ
て
竪た
て

穴あ
な

建
物
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
採
集
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
、
小
型
仿ぼ
う

製せ
い

鏡き
ょ
うと
小
銅ど
う

鐸た
く

が
発
見
さ
れ
た
（
２
―
０
―
３
・
４
）。
そ
の
全
容
は
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
本
来
は
犬
山
扇
状
地
に
お
い
て
当
該
期

の
拠
点
的
な
集
落
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
余
野
遺
跡
群

の
南
東
、
河
岸
段
丘
上
に
仁に

所し
ょ

野の

遺
跡
が
所
在
す
る
（
第
三
編
第
六

章
第
二
節
）。
仁
所
野
遺
跡
は
弥
生
時
代
終
末
期
の
方
形
周
溝
墓
、
全

長
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
方
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
る
白
山
一
号

墳
が
立
地
し
て
お
り
、
墳
墓
群
の
造
営
母
体
を
余
野
遺
跡
群
に
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、
町
域
で
は
弥
生
時
代
に
比
定
さ
れ

2-0-2　弥生時代における主要遺跡

2-0-4　余野遺跡群（神明下遺跡）で
発見された小銅鐸

2-0-3　余野遺跡群（清水遺跡）で
発見された小型仿製鏡
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る
遺
跡
は
余
野
遺
跡
群
程
の
規
模
で
は
な
く
、
向む
か

江え

遺
跡
は
竪
穴
建

物
二
棟
及
び
溝
状
遺
構
、
大
御
堂
遺
跡
は
竪
穴
建
物
一
棟
が
そ
れ
ぞ

れ
確
認
で
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
全
容
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

　

仁
所
野
遺
跡
に
所
在
す
る
墳
丘
墓
群
は
、
弥
生
時
代
を
代
表
す
る

墓
制
で
あ
り
、
日
本
列
島
に
は
各
地
域
で
特
色
を
持
っ
た
多
種
多
様

な
墳
形
・
副
葬
品
を
持
つ
墳
丘
墓
が
築
造
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
規
模

も
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
周
囲
の
墳
丘
墓
よ
り
規
模
が
大
き
い
も

の
も
現
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
徐
々
に
権
力
と
富
を
手
に
し
た
人
が

出
現
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
古
墳
時
代
に
な
る
と
、
特
定

の
個
人
が
、
他
の
人
々
と
隔
絶
し
た
権
力
と
富
が
集
中
す
る
社
会
と

な
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
個
人
の
た
め
、
巨
大
な
墳
丘
を
有
す
る
古
墳

が
出
現
し
た
。

　

古
墳
は
、
前
代
ま
で
の
墳
丘
墓
と
は
違
い
地
域
性
は
な
く
な
り
、

前
方
後
円
墳
や
前
方
後
方
墳
と
い
う
特
徴
的
な
形
態
に
ま
と
め
ら
れ
、

遺
体
を
納
め
る
施
設
で
あ
る
主
体
部
の
構
造
・
副
葬
品
、
墳
丘
上
の

葺ふ
き

石い
し

・
埴は
に

輪わ

な
ど
、
古
墳
を
構
成
す
る
要
素
も
地
域
差
が
な
く
な
る
。

こ
れ
は
、
弥
生
時
代
ま
で
に
お
け
る
地
域
ご
と
の
ま
と
ま
り
が
「
邪

馬
台
国
」
を
代
表
す
る
ク
ニ
へ
と
な
り
、
そ
れ
ら
が
さ
ら
に
広
域
的

な
連
合
と
な
っ
た
「
ヤ
マ
ト
王
権
」
の
誕
生
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

動
き
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

　

古
墳
時
代
の
開
始
時
期
と
さ
れ
る
三
世
紀
中
頃
よ
り
以
前
、
二
世

紀
後
半
以
降
に
お
い
て
、
後
の
前
方
後
円
墳
・
前
方
後
方
墳
に
繋つ

な

が

る
同
形
の
墳
丘
墓
が
築
造
さ
れ
た
地
域
が
存
在
し
た
。
尾
張
北
部
に

お
い
て
は
、
清
須
市
の
廻は
さ

間ま

遺
跡
、
一
宮
市
の
西に
し

上じ
ょ
う

免め
ん

遺
跡
に
代
表

さ
れ
る
前
方
後
方
形
の
墳
丘
墓
が
展
開
す
る
。
こ
の
特
色
は
古
墳
時

代
に
入
っ
て
以
降

も
前
方
後
方
墳
が

造
営
さ
れ
続
け

る
。

　

そ
の
後
四
世
紀

中
頃
に
な
る
と
、

前
方
後
円
墳
へ
と

墳
形
が
一
変
す

る
。
ま
た
、
濃
尾

平
野
か
ら
の
視
点

で
み
る
と
、
古
墳

時
代
の
始
ま
り
以

降
、
四
世
紀
ま
で

は
濃
尾
平
野
の
扇

状
地
・
沖
積
地
や
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美
濃
山
麓
に
前
方
後
方
（
円
）
墳
が
多
く
築
か
れ
る
。
五
世
紀
以
降

に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
造
墓
活
動
が
な
か
っ
た
名
古
屋
台
地
周
辺
部

で
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

町
域
内
で
は
、
仁
所
野
遺
跡
の
白は
く

山さ
ん

一
号
墳
が
挙
げ
ら
れ
る
（
２

―
０
―
５
）。
白
山
一
号
墳
は
、
前
方
後
方
墳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
詳

細
な
調
査
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
た
め
、

現
状
で
は
墳
丘
の
規
模
・
形
状
で
認
識
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
余
野
遺
跡
群
は
弥
生
時
代
に
引
き
続
き
、
古
墳
時
代
を
通

じ
た
遺
物
も
確
認
で
き
る
た
め
、
白
山
一
号
墳
は
仁
所
野
遺
跡
の
墳

丘
墓
に
後
続
す
る
古
墳
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

再
び
尾
張
北
部
に
お
け
る
主
要
な
古
墳
造
営
に
目
を
向
け
る
と
、

三
世
紀
後
半
か
ら
四
世
紀
初
頭
に
三
角
縁
神
獣
鏡
を
は
じ
め
と
し
た

豊
富
な
副
葬
品
を
備
え
た
前
方
後
方
墳
で
あ
る
犬
山
市
の
東
ひ
が
し

之の

宮み
や

古

墳
が
築
造
さ
れ
、
四
世
紀
中
頃
の
前
方
後
円
墳
で
県
内
二
位
の
規
模

で
あ
る
犬
山
市
の
青
塚
古
墳
へ
と
繋
が
る
。
そ
し
て
五
世
紀
に
入
る

と
犬
山
市
の
妙
み
ょ
う

感か
ん

寺じ

古
墳
を
最
後
に
、
尾
張
北
部
、
特
に
犬
山
扇
状

地
で
は
大
型
の
古
墳
造
営
が
一
旦
途
絶
え
て
し
ま
う
。
再
び
活
況
を

示
す
の
は
古
墳
時
代
後
期
に
あ
た
る
六
世
紀
以
降
と
な
る
。

　

特
に
現
在
の
江
南
市
南
東
部
か
ら
町
南
部
に
あ
た
る
範
囲
に
お
い

て
、
五
条
川
の
両
岸
に
展
開
す
る
複
数
の
古
墳
が
注
目
さ
れ
る
（
２

―
０
―
６
）。
そ
れ
ら
は
六
世
紀
を
通
じ
て
継
続
的
に
築
造
さ
れ
て
お

り
、
全
長
六
○
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
六
世
紀
後
半
に
築
造
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
江
南
市
の
曽そ

本も
と

二ふ
た

子ご

山や
ま

古
墳
を
筆
頭
に
、
出
土
し
た

埴
輪
か
ら
六
世
紀
前
半
に
あ
た
る
富ふ

士じ

塚づ
か

古
墳
、
町
域
内
に
は
出
土

遺
物
か
ら
六
世
紀
中
ご
ろ
と
さ
れ
る
、
い
わ
き
塚
古
墳
（
第
三
編
第

六
章
第
二
節
）、
未
調
査
の
神し
ん

福ぷ
く

神じ
ん

社じ
ゃ

古
墳
が
点
在
す
る
。
以
上
の
古

墳
は
五
世
紀
ま
で
の
大
型
古
墳
と
比
べ
規
模
が
小
さ
い
古
墳
で
あ
る

が
、
そ
の
周
囲
に
は
、
滅
失
し
た
も
の
も
含
め
、
直
径
一
〇
ｍ
程
度

の
円
墳
が
立
地
し
て
い
た
。
先
述
の
古
墳
時
代
前
・
中
期
に
お
け
る

犬
山
市
域
を
中
心
と
し
た
造
墓
活
動
か
ら
、
後
期
以
降
、
こ
の
地
で

活
発
と
な
る
こ
と
は
注
目
で
き
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
域
内
に
お
い
て
は
、
滅
失
し
た
も
の
、
伝
承
の
み

残
っ
て
い
る
も
の
な
ど
を
含
め
る
と
、
約
四
〇
基
の
古
墳
が
確
認
で

き
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
直
径
一
〇
ｍ
程
度
の
円
墳
で
あ
る
。
た

だ
し
、
調
査
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
様
相
に
つ
い
て
不
明
な
古

墳
が
多
い
。
そ
の
中
で
も
、
先
述
と
同
規
模
の
円
墳
を
調
査
し
た
際

は
、
近
世
以
降
の
塚
、
も
し
く
は
新
田
開
発
の
際
に
発
生
し
た
河
原

石
な
ど
を
塚
状
に
し
た
も
の
、
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
の
「
入
鹿

切
れ
」
由
来
の
土
砂
を
塚
状
に
寄
せ
集
め
た
も
の
（
第
一
編
第
三
章

第
一
節
）
な
ど
、
本
来
の
古
墳
で
は
な
い
事
例
を
確
認
し
て
い
る
。
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古
墳
時
代
は
畿
内
の
ヤ
マ
ト
王
権
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
政
治
構

造
も
築
き
上
げ
ら
れ
た
。
六
世
紀
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
に
直
接
仕
え
る

集
団
が
ウ
ジ
を
形
成
し
、
ウ
ジ
は
支
配
下
に
部
を
組
織
し
て
王
権
に

奉
仕
し
た
。
そ
し
て
各
地
方
に
は
元
々
存
在
し
た
県あ
が
たと

呼
ば
れ
る
も

の
か
ら
国
造
に
再
編
さ
れ
る
。
尾
張
で
は
六
世
紀
前
半
に
断だ
ん

夫ぷ

山さ
ん

古

墳
を
築
い
た
と
さ
れ
る
尾
張
氏
が
台
頭
し
、
勢
力
を
拡
大
し
た
。
七

世
紀
に
入
る
と
、
県
内
で
は
古
墳
時
代
終
末
期
に
あ
た
る
が
、
畿
内

で
は
中
央
集
権
国
家
へ
の
道
程
を
歩
み
始
め
る
。

　

六
世
紀
中
ご
ろ
に
朝
鮮
半
島
か
ら
仏
教
が
伝
来
し
、
七
世
紀
後
半

に
は
地
方
に
も
広
が
っ
て
い
く
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
古
墳
か
ら
寺

院
へ
と
権
威
の
象
徴
が
変
化
し
、
古
墳
の
築
造
数
も
減
少
し
た
。
そ

し
て
六
四
五
（
大
化
元
）
年
の
乙い
っ
し巳
の
変
（
大
化
の
改
新
）
以
降
、

地
方
に
対
し
て
公
民
制
の
構
築
と
戸
籍
の
作
成
に
よ
る
税
制
の
施
行

や
、
国
評
里
制
の
成
立
に
至
る
行
政
組
織
の
編
成
を
お
こ
な
い
、
六

九
四
（
朱
鳥
六
）
年
に
藤
原
京
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
し
て
七
〇
一
（
大

宝
元
）
年
に
大
宝
律
令
を
制
定
し
、
中
央
集
権
国
家
と
し
て
の
体
制

を
整
え
た
。

　

七
世
紀
に
お
い
て
町
域
内
に
直
接
関
係
す
る
地
名
な
ど
が
記
載
さ

れ
た
事
例
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
藤
原
京
出
土
木
簡
の
う
ち
六

九
六
年
の
「
尾お

治わ
り

国こ
く

尓に

波わ
の

評こ
お
り」
と
記
さ
れ
た
も
の
を
は
じ
め
、
評

（
郡
）
レ
ベ
ル
の
よ
り
広
域
の
地
名
は
確
認
で
き
る
。

　

そ
の
後
、
八
世
紀
も
同
様
に
資
料
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
が
、
集

落
遺
跡
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
白し

ら

木き

遺
跡
で
あ
る
。
白
木
遺
跡
は
、

豊
田
一
丁
目
地
内
に
所
在
し
、
弥
生
時
代
か
ら
お
お
む
ね
八
世
紀
前

半
ま
で
続
い
た
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
白
木
遺
跡
の
調
査
に
よ
り
、
直

径
一
ｍ
の
柱
穴
が
一
列
に
並
ぶ
掘
立
柱
建
物
、
竪
穴
建
物
を
検
出
し

た
。
白
木
遺
跡
周
辺
は
古
墳
時
代
か
ら
人
々
の
営
み
が
活
発
に
お
こ

な
わ
れ
て
お
り
、
中
世
・
近
世
に
至
る
ま
で
様
々
な
文
化
遺
産
が
集

中
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
は
、
町
域
の
み
な
ら
ず
、
周
辺
自
治

体
を
含
め
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

奈
良
・
平
安
時
代
を
通
じ
て
、
町
域
内
に
関
係
す
る
史
料
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
九
二
七
（
延
長
五
）
年
に
成
立
し
た
『
延え
ん

喜ぎ

式し
き

』
の
巻

九
・
十
に
あ
る
、「
神じ
ん

名み
ょ
う

帳ち
ょ
う」

に
「
小
口
神
社
」
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
編へ
ん

纂さ
ん

さ
れ
た
『
和わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ
う

抄し
ょ
う』

に
は
、

尾
張
国
丹
羽
郡
に
あ
る
一
三
の
郷
名
の
う
ち
に
「
小
口
」
と
い
う
名

が
確
認
で
き
る
。
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第
二
節
　
中
世

	

　

平
安
京
を
舞
台
と
し
て
、
天
皇
と
一
部
の
貴
族
を
中
心
と
し
た
時

代
か
ら
、
武
力
を
背
景
に
伸
長
し
た
武
士
が
徐
々
に
権
力
を
掌
握
す

る
。
鎌
倉
に
お
け
る
武
家
政
権
の
樹
立
を
軸
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

契
機
は
、
一
一
八
〇
（
治
承
四
）
年
に
源
み
な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
が
伊
豆
で
挙
兵
し
、

一
一
八
五
（
文
治
元
）
年
の
壇だ
ん

ノの

浦う
ら

の
戦
い
で
平
家
を
滅
亡
さ
せ
た
。

頼
朝
は
全
国
に
守
護
・
地
頭
を
設
置
し
、
一
一
九
二
（
建
久
三
）
年

に
征せ
い

夷い

大た
い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

と
な
り
、
鎌
倉
幕
府
の
確
立
と
な
っ
た
。

　

こ
の
時
期
に
お
け
る
町
域
内
の
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
は
不

明
で
あ
る
が
、
尾
張
北
部
に
視
野
を
広
げ
る
と
、
源
氏
と
平
家
の
内

乱
で
あ
る
治じ

承し
ょ
う・

寿じ
ゅ

永え
い

の
乱
の
際
、
一
一
八
一
年
に
起
こ
っ
た
墨す
の

俣ま
た

川が
わ

の
合
戦
は
墨
俣
の
渡
（
現
岐
阜
県
大
垣
市
）
を
中
心
に
展
開
し
た
。

ま
た
、
一
二
二
一
（
承
久
三
）
年
に
幕
府
軍
と
後ご

鳥と

羽ば

上
皇
と
の
間

で
起
こ
っ
た
承
じ
ょ
う

久き
ゅ
うの

乱
で
は
、
尾
張
川
合
戦
に
お
い
て
尾
張
・
美
濃

の
国
境
で
あ
る
尾
張
川
・
墨
俣
川
を
挟
ん
で
、
後
鳥
羽
方
と
幕
府
軍

が
対
峙
し
て
い
る
。
町
域
を
含
め
丹
羽
郡
で
は
、
在
地
勢
力
と
し
て

良よ
し

峰み
ね

氏
が
い
た
と
さ
れ
、
一
族
の
一
人
で
あ
る
原は
ら

高た
か

成な
り

が
大お
お

縣あ
が
た神
社

の
大
宮
司
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
原
氏
が
町
域
周
辺
に
影
響

力
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
の
荘
園
と
し
て
町
域
は
、
稲い

な

木ぎ
の

荘し
ょ
う

の
一
部
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

鎌
倉
末
期
に
あ
た
る
一
三
三
三
（
正
慶
二
（
元
弘
三
））
年
、
幕
府

軍
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
足あ
し

利か
が

尊た
か

氏う
じ

が
、
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
側
に
つ
き
、

鎌
倉
幕
府
は
滅
亡
し
た
。
一
三
三
六
（
建
武
三
（
延
元
元
））
年
に
建け
ん

武む

式し
き

目も
く

を
制
定
し
、
室
町
幕
府
が
成
立
す
る
が
、
南
北
朝
の
対
立
は

続
き
、
合
体
し
た
の
は
一
三
九
二
（
明
徳
三
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
四
〇
〇
（
応
永
七
）
年
頃
、
幕
府
の
管
領
と
し
て
中
核
を
担
っ
て

い
た
斯し

波ば

氏
が
尾
張
国
守
護
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
以

前
よ
り
守
護
を
務
め
て
い
た
越
前
か
ら
織
田
氏
を
尾
張
国
守
護
代
と

し
、
両
国
支
配
を
進
め
た
。
し
か
し
、
徐
々
に
斯
波
氏
の
勢
力
が
衰

え
て
い
く
と
と
も
に
、
尾
張
国
内
に
お
け
る
織
田
氏
の
影
響
を
強
め

て
い
く
。
そ
の
中
で
、
守
護
斯
波
氏
を
含
め
た
継け
い

嗣し

争
い
が
立
て
続

け
に
起
こ
り
、
一
四
六
七
（
応
仁
元
）
年
の
応お
う

仁に
ん

・
文ぶ
ん

明め
い

の
乱
へ
と

発
展
し
た
。

　

応
仁
・
文
明
の
乱
前
後
に
お
け
る
町
域
内
で
、
挙
げ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
人
物
は
織
田
遠
と
お
と
う
み
の
か
み
ひ
ろ
ち
か

江
守
広
近
で
あ
ろ
う
。
広
近
は
、
尾
張
国
守

護
代
を
務
め
る
織
田
郷さ
と

広ひ
ろ

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
守
護
代
を
継
い

だ
兄
・
敏と
し

広ひ
ろ

の
補
佐
を
務
め
た
。
一
四
五
九
（
長
禄
三
）
年
に
小
口

城
を
築
き
、
応
仁
・
文
明
の
乱
直
前
の
緊
迫
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
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尾
張
北
部
の
経
営
拠
点
と
し
た
（
２
―
０
―
７
）。
小
口
城
は
本
来
古

墳
（
小
口
城
古
墳
）
で
あ
っ
た
場
所
に
築
き
、
周
囲
を
方
形
の
堀
で

囲
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

広
近
は
そ
の
後
、
一
四
六
九
（
文
明
元
）
年
に
木き

之の

下し
た

城
（
現
犬

山
市
図
書
館
南
側
）
を
築
き
、
当
時
衰
退
し
て
い
た
徳と
く

蓮れ
ん

寺じ

を
再
興

し
、
名
を
徳と
く

林り
ん

寺じ

に
改
め
た
。
そ
し
て
一
四
七
五
年
に
隠
居
所
で
あ

る
万ば
ん

好こ
う

軒け
ん

（
現
妙
み
ょ
う

徳と
く

寺じ

）
を
建
て
て
お
り
、
小
口
城
・
徳
林
寺
・
万

好
軒
（
妙
徳
寺
）
と
い
う
町
に
と
っ
て
重
要
な
文
化
遺
産
や
寺
院
を

遺
し
て
い
る
（
第
三
編
第
三
章
第
二
節
）。

　

応
仁
・
文
明
の
乱
か
ら
日
本
列
島
で
戦
国
期
に
入
り
、
尾
張
国
内

で
も
織
田
緒
家
に
よ
る
動
乱
が
続
く
。
そ
の
中
で
台
頭
し
て
き
た
の

が
、
織
田
弾だ

ん
じ
ょ
う
の
ち
ゅ
う

正
忠
家
の
信の
ぶ

秀ひ
で

・
信
長
親
子
で
あ
る
。
信
長
は
家
督
相

続
後
、
一
五
六
〇
（
永
禄
三
）
年
の
桶お
け

狭は
ざ

間ま

の
戦
い
に
お
い
て
今い
ま

川が
わ

義よ
し

元も
と

を
討
ち
、
美
濃
の
斎
藤
氏
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
犬
山
・
東
美

濃
方
面
の
攻
略
を
始
め
る
。
そ
の
際
に
小
口
城
は
信
長
に
攻
め
ら
れ

て
い
る
。『
信
長
公
記
』
に
よ
る
と
、
当
時
の
小
口
城
主
は
信
長
に
敵

対
す
る
犬
山
城
の
織
田
信の
ぶ

清き
よ

の
支
配
下
に
い
た
中な
か

嶋し
ま

豊ぶ
ん

後ご
の

守か
み

で
あ
っ

た
。
信
長
は
小
口
城
を
攻
め
る
も
落
と
せ
ず
退
却
す
る
。
信
長
は
拠

点
を
清
須
城
か
ら
小
牧
山
城
へ
遷う
つ

す
と
決
め
、
築
城
が
始
ま
る
と
小

口
城
勢
は
守
備
し
難
い
た
め
、
城
を
放
棄
し
て
犬
山
城
に
籠
も
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
小
口
城
は
放
棄
後
に
廃
城
と
な
っ
た
。

　

城
主
で
あ
っ
た
中
嶋
氏
は
、
中
嶋
城
跡
（
現
下
小
口
七
丁
目
地
内
、

Ｊ
Ａ
愛
知
北
育
苗
セ
ン
タ
ー
付
近
）
に
居
を
構
え
て
い
た
と
い
わ
れ

て
お
り
、
時
期
は
少
し
降
る
が
余
野
神
社
に
は
、
中
嶋
佐さ

兵ひ
ょ
う

衛え
の

尉じ
ょ
うが

一
五
九
七
（
慶
長
二
）
年
に
奉
納
し
た
と
刻
ま
れ
た
鰐わ
に

口ぐ
ち

が
遺
る
（
第

三
編
第
六
章
第
二
節
）。

　

信
長
は
そ
の
後
、
勢
力
を
拡
大
し
、
他
の
戦
国
大
名
と
は
一
線
を

画
し
て
い
く
が
、
一
五
八
二
（
天
正
十
）
年
の
本
能
寺
の
変
に
よ
り

最
期
を
迎
え
た
。
信
長
亡
き
後
、
織
田
家
の
内
紛
が
始
ま
り
、
台
頭

2-0-7　主な中世関係遺跡・寺院位置図
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し
て
き
た
の
が
羽
柴
秀
吉
で
あ
っ
た
。
そ
の
過
程
で
一
五
八
四
年
に

起
こ
っ
た
、
秀
吉
と
織
田
信の
ぶ

雄か
つ

・
徳
川
家
康
連
合
軍
に
よ
る
小
牧
・

長
久
手
の
戦
い
に
お
い
て
、
小
口
城
は
秀
吉
方
の
砦
と
し
て
再
利
用

さ
れ
た
。
こ
の
時
に
小
口
城
は
大
規
模
な
改
修
を
受
け
た
と
さ
れ
、

二
重
の
堀
と
土
塁
に
囲
ま
れ
た
縄
張
を
展
開
し
た
。
そ
の
姿
は
、
江

戸
時
代
に
描
か
れ
た
「
丹
羽
郡
小
口
村
古
城
絵
図
」（
名
古
屋
市
蓬ほ
う

左さ

文
庫
所
蔵
）
か
ら
確
認
で
き
る
。

　

小
口
城
は
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
及
び
一
九
九
六
年
に
、
公
園

整
備
（
現
小
口
城
址
公
園
）
に
と
も
な
い
、
先
述
の
絵
図
で
い
う
「
や

ぐ
ら
台
」
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
こ
で
は
、
井
戸
・
礎
石
・

野の

鍛か

冶じ

炉ろ

跡
な
ど
を
検
出
し
、
出
土
遺
物
は
大
半
が
小
牧
・
長
久
手

の
戦
い
の
時
期
（
一
六
世
紀
後
半
）
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
二

〇
一
〇
年
に
は
、「
や
ぐ
ら
台
」
東
側
に
相
当
す
る
曲く
る

輪わ

に
存
在
し
た

大
口
北
小
学
校
の
移
転
に
と
も
な
い
、
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
し
、

内
堀
及
び
外
堀
跡
、
礎
石
を
と
も
な
う
柱
穴
な
ど
を
確
認
し
た
（
２

―
０
―
８
）。
こ
こ
で
は
遺
物
の
出
土
量
が
少
な
く
、
時
期
に
つ
い
て

は
一
部
不
明
な
点
も
あ
る
が
、
内
堀
・
外
堀
の
検
出
な
ど
、
当
時
の

小
口
城
の
一
端
に
つ
い
て
把
握
で
き
た
。
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
後
、

秀
吉
は
小
口
城
の
道
具
・
柵
・
兵
を
犬
山
へ
、
兵
糧
を
長
島
へ
運
ぶ

よ
う
指
示
し
、
小
口
城
は
再
び
廃
城
と
な
っ
た
。

　

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
お
い
て
、
町
域
内
で
生
ま
れ
育
っ
た
武

将
が
、
秀
吉
方
の
武
将
と
し
て
活
躍
し
た
。
名
前
を
堀ほ
り

尾お

吉よ
し

晴は
る

と
い

う
。
堀
尾
氏
は
菩ぼ

提だ
い

寺じ

で
あ
る
大
本
山
妙
み
ょ
う

心し
ん

寺じ

の
塔た
っ

頭ち
ゅ
う寺

院
、
春
し
ゅ
ん

光こ
う

院い
ん

所
蔵
の
「
堀ほ
り

尾お

家か

譜ふ

系け
い

」
及
び
尾
張
藩
が
作
成
し
た
『
寛か
ん

文ぶ
ん

村む
ら

々む
ら

覚お
ぼ
え

書が
き

』
な
ど
、
十
七
世
紀
に
成
立
し
た
史
料
か
ら
、
吉
晴
の
父
で
あ

る
泰や
す

晴は
る

の
代
よ
り
尾
張
国
丹
羽
郡
御
供
所
村
（
現
大
口
町
堀
尾
跡
一

丁
目
地
内
）
を
本
拠
と
し
て
い
た
。
堀
尾
氏
の
居
館
は
、
同
地
内
に

所
在
す
る
八は
っ

剱け
ん

社し
ゃ

境
内
を
中
心
と
し
た
範
囲
と
想
定
さ
れ
て
い
る
（
２

―
０
―
９
）。
二
〇
〇
九
年
に
八
剱
社
よ
り
西
へ
一
〇
〇
ｍ
程
の
位
置

で
県
道
小
口
岩
倉
線
の
建
設
に
と
も
な
い
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、

2-0-8　2010年の範囲確認調査で検出した内堀跡
（『小口城跡範囲確認調査報告書』）
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十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
前

半
に
相
当
す
る
堀
立
柱
建
物
跡

群
、
堀
と
考
え
ら
れ
る
大
溝
な
ど

を
検
出
し
た
。
こ
れ
ら
は
方
形
居

館
の
一
部
を
構
成
す
る
施
設
で
あ

り
、
堀
尾
氏
の
居
館
と
考
え
ら
れ

る
。

　

吉
晴
は
、
一
五
四
三
（
天
文
十

二
）
年
に
泰
晴
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
、『
太た
い

閤こ
う

記き

』
に
よ
る
と
、
信

長
・
秀
吉
・
家
康
に
仕
え
て
日
本
列
島
各
地
で
活
躍
し
、
一
六
〇
〇

（
慶
長
五
）
年
の
関
ケ
原
の
戦
い
後
は
出
雲
・
隠
岐
両
国
二
四
万
石
を

拝
領
し
て
、
現
在
の
島
根
県
松
江
市
に
所
在
す
る
松
江
城
と
城
下
町

を
築
い
た
。
吉
晴
に
つ
い
て
の
同
時
代
史
料
は
町
内
で
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
町
内
に
限
ら
ず
、
吉
晴
に
関
す
る
同
時
代
史
料
の

初
見
は
一
五
八
〇
年
の
羽
柴
秀
吉
書
状
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
動
き

は
小お

瀬ぜ

甫ほ

庵あ
ん

が
の
ち
に
執
筆
し
た
『
太
閤
記
』
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
こ
の
た
め
、
一
五
八
〇
年
以
前
の
事
績
は
不
明
な
点
が
多
い

が
、
町
内
出
身
の
武
将
と
し
て
注
目
す
べ
き
人
物
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
堀
尾
家
譜
系
」
で
吉
晴
の
長
子
と
さ
れ
る
金き
ん

助す
け

は
、『
裁

断
橋
物
語
』
で
悲
運
の
死
を
遂
げ
、
そ
の
母
が
裁
断
橋
の
架
け
替
え

の
際
に
刻
ん
だ
擬ぎ

宝ぼ

珠し

銘
文
は
、
母
子
の
慈
愛
に
満
ち
た
文
章
で
あ

る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
（
２
―
０
―
10
）。
し
か
し
こ
れ
は
全
て
創
作

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
金
助
は
先
述
の
系
図
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、

春
光
院
の
寺
伝
に
よ
る
と
、
一
五
九
〇
年
の
小
田
原
征
伐
に
よ
り
亡

く
な
っ
た
際
、
そ
の
菩
提
を
弔
う
た
め
吉
晴
が
創
建
し
た
俊
し
ゅ
ん

巌が
ん

院い
ん

が

改
称
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
擬
宝
珠
も
実
物
は
名
古
屋
市

指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
金
助
と
擬
宝
珠
の
存
在
は

確
実
と
い
え
る
が
、
金
助
の
母
の
実
態
な
ど
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
も
多
い
（
第
三
編
第
四
章
第
三
節
）。

2-0-10　堀尾跡公園に復元した裁断橋（写真上）と
擬宝珠（写真下）（2017年撮影）

2-0-9　堀尾氏邸宅跡（2017年撮影）
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第
三
節
　
近
世

	

　

一
六
〇
〇
（
慶
長
五
）
年
の
関
ケ
原
の
戦
い
後
、
徳
川
家
康
の
四

男
で
あ
る
忠た
だ

吉よ
し

が
清
須
城
に
入
る
が
、
一
六
〇
七
年
に
病
死
し
た
た

め
、
家
康
は
九
男
義よ
し

直な
お

を
配
置
す
る
。
義
直
は
一
六
一
〇
年
に
清き
よ

須す

越ご
し

に
よ
り
名
古
屋
に
城
下
町
を
形
成
し
た
。
そ
の
前
年
よ
り
名
古
屋

城
築
城
も
始
ま
り
、
一
六
一
四
年
に
本
丸
御
殿
が
完
成
し
、
翌
年
に

義
直
の
婚
儀
が
執
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　

町
域
周
辺
で
は
、
三
河
出
身
で
幼
少
よ
り
家
康
に
仕
え
、
義
直
の

傅も
り

役や
く

で
あ
っ
た
成な
る

瀬せ

正ま
さ

成な
り

が
、
義
直
の
後
見
役
で
あ
っ
た
竹
た
け
の

腰こ
し

正ま
さ

信の
ぶ

と
と
も
に
藩
政
の
最
高
職
で
あ
る
両
家
年
寄
、
付つ
け

家が

老ろ
う

と
な
り
、
一

六
一
七
（
元
和
三
）
年
に
犬
山
城
を
二
代
将
軍
秀ひ
で

忠た
だ

か
ら
拝
領
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
尾
張
藩
と
し
て
の
体
制
が
整
っ
て
い
く
中
、
町
域
内

の
村
々
も
そ
の
支
配
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
江
戸
時
代

に
成
立
し
た
主
要
な
街
道
で
あ
る
岩
倉
街
道
（
柳
街
道
）、
上
街
道
及

び
稲
置
街
道
に
挟
ま
れ
た
地
域
に
立
地
す
る
た
め
、
街
道
沿
い
の
村

と
比
べ
商
家
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
農
業
が
主
体
の
村
で
あ
っ
た
。

　

町
域
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
村
々
に
と
っ
て
、
関
係
が
深
い
事
項

は
、
治
水
・
用
水
工
事
と
新
田
開
発
で
あ
る
。
一
六
〇
八
～
九
年
に

2-0-11　江戸時代における大口町域の村々（『まんが大口町の歴史』）

衛

衛

衛

衛

衛

小折入鹿（出）新田
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家
康
が
お
こ
な
っ
た
木
曽
川
の
築
堤
工
事
は
、
御お

囲か
こ
い

堤つ
つ
み

と
し
て
有
名

で
あ
る
。
以
降
、
十
七
世
紀
中
頃
ま
で
に
、
尾
張
北
部
で
は
灌か
ん

漑が
い

施

設
が
整
備
さ
れ
た
。
町
域
内
に
直
接
関
係
の
あ
る
灌
漑
施
設
は
、
一

六
三
四
（
寛
永
十
）
年
に
入
鹿
池
、
一
六
五
〇
（
慶
安
三
）
年
に
木

津
用
水
、
一
六
六
四
（
寛
文
四
）
年
に
新し
ん

木こ
っ

津つ

用
水
が
完
成
し
た
（
第

一
編
第
一
章
第
一
節
）。
こ
れ
ら
の
完
成
に
よ
り
、
既
存
の
村
々
で
新

田
開
発
が
進
み
、
さ
ら
に
新
田
開
発
を
契
機
と
し
て
新
し
い
村
も
成

立
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
、
町
域
内
で
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
村
（
小
口
村
・

河こ

北ぎ
た

村
・
余
野
村
・
外
坪
村
・
大
屋
敷
村
・
長
桜
村
・
御
供
所
村
）

に
加
え
、
新
田
開
発
に
よ
っ
て
新
し
く
成
立
し
た
村
と
し
て
、
入
鹿

清せ
い

右え

も

ん
衛
門
新
田
・
宗そ
う

雲う
ん

入
鹿
新
田
・
入
鹿
伝で
ん

右え

も

ん
衛
門
新
田
・
入
鹿
八は
ち

左ざ
え
も
ん

衛
門
新
田
・
入
鹿
長な
が

桜さ
く
ら

替か
え

地ち

新
田
・
入
鹿
三さ
ん

右え

も

ん
衛
門
新
田
・
入
鹿

又ま
た

助す
け

新
田
・
入
鹿
九く

郎ろ
う

右え

も

ん
衛
門
新
田
・
小こ

折お
り

入
鹿
出
新
田
が
あ
る
（
２

―
０
―
11
）。
全
て
の
新
田
村
に
「
入
鹿
」
と
付
く
の
は
入
鹿
池
築
造

を
機
に
成
立
し
た
た
め
で
あ
る
。
新
田
村
は
町
域
南
部
に
多
く
成
立

し
、
自
立
し
た
運
営
を
お
こ
な
っ
た
た
め
、
例
え
ば
神
社
も
新
田
村

単
位
で
創
建
し
て
い
る
。
神
社
が
町
域
北
部
に
比
べ
、
南
部
に
多
く

立
地
し
て
い
る
由
縁
で
あ
る
（
第
三
編
第
三
章
第
一
節
）。

　

こ
れ
ら
の
村
々
の
状
況
に
つ
い
て
、
当
時
の
地
誌
で
あ
る
一
六
五

五
～
七
三
（
明
暦
～
寛
文
年
間
）
年
頃
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
寛か
ん

文ぶ
ん

村む
ら

々む
ら

覚お
ぼ
え

書が
き

』
と
、
一
八
二
二
（
文
政
五
）
年
に
完
成
し
た
『
尾お

張わ
り

徇じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』

を
み
る
と
（
２
―
０
―
12
）、
新
田
開
発
に
よ
っ
て
成
立
し
た
村
で
も
、

以
前
か
ら
存
在
す
る
村
々
よ
り
圧
倒
的
に
規
模
は
小
さ
い
こ
と
が
わ 2-0-12　江戸時代における村々の状況（『寛文村々覚書』『尾張徇行記』）

1670年頃 1822年頃
戸数（戸）人数（人）馬数（匹）戸数（戸）人数（人）馬数（匹）

河北村 46 287 23 85 356 7 
小口村 202 1,050 65 417 1,941 36 
余野村 72 421 18 132 520 10 
外坪村 33 221 7 68 201 6 
大屋敷村 82 529 36 137 538 13 
長桜村 11 74 6 22 80 2 
御供所村 59 329 21 142 583 12 

入鹿長桜替地新田 13 47 3 29 115 1 
入鹿八左衛門新田 5 22 1 14 64 0 
宗雲入鹿新田 6 33 3 22 87 3 

入鹿九郎右衛門新田 5 35 2 4 12 0 
入鹿三右衛門新田 3 5 2 3 15 1 
入鹿又助新田 1 3 0 0 0 0 
入鹿清右衛門新田 7 30 2 16 44 1 
入鹿伝右衛門新田 8 46 4 26 110 3 
小折入鹿出新田 6 53 2 18 91 3 
合　計 559 3,185 195 1,135 4,757 98 
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か
る
。
新
田
村
が
成
立
し
て
間
も
な
い
『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
よ
る

と
、
戸
数
が
一
〇
を
超
え
る
新
田
村
は
、
入
鹿
長
桜
替
地
新
田
の
み

で
、
そ
れ
以
外
の
新
田
村
は
一
桁
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
約
一
五
〇
年
後
に
あ
た
る
『
尾
張
徇
行
記
』
に
記
載
の
新

田
村
の
状
況
と
比
較
す
る
と
、
順
調
に
規
模
を
拡
大
し
た
村
も
あ
れ

ば
、
規
模
が
縮
小
、
も
し
く
は
村
そ
の
も
の
が
消
滅
し
た
と
こ
ろ
も

存
在
す
る
。
新
田
開
発
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
村
々
は
、
約
一
五

〇
年
間
で
着
実
に
規
模
を
拡
大
し
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　
『
尾
張
徇
行
記
』
に
は
ほ
か
に
も
、
河
北
村
が
成
瀬
氏
の
采さ
い

地ち

（
領

地
）、
小
口
村
が
成
瀬
氏
と
同
じ
く
尾
張
藩
付
家
老
で
あ
り
、
美
濃
国

今い
ま

尾お

（
現
岐
阜
県
海
津
市
）
を
領
し
て
い
た
竹
腰
氏
の
采
地
で
あ
っ

た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
町
域
内
に
お
い
て
河
北
村
・

小
口
村
以
外
の
村
々
は
尾
張
藩
領
で
あ
り
、
こ
の
頃
に
は
一
七
八
二

（
天
明
二
）
年
に
設
け
ら
れ
た
小
牧
代
官
支
配
所
と
年
貢
・
諸
役
の
納

入
、
書
類
の
届
出
、
願
書
の
提
出
、
藩
か
ら
の
触
れ
に
つ
い
て
村
内

へ
の
伝
達
な
ど
の
や
り
取
り
を
お
こ
な
っ
た
。

　

江
戸
時
代
の
村
々
は
、
農
業
を
軸
に
生
活
・
祭
礼
な
ど
を
通
じ
て

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
繋つ
な

が
り
が
強
く
結
ば
れ
た
。
江
戸
時
代
の
村

単
位
が
、
現
在
ま
で
続
く
地
域
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
（
第
四
編
第

一
章
）。

第
四
節
　
近
代

	

　

一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
に
起
こ
っ
た
入
鹿
切
れ
に
よ
り
、
町
域

内
の
村
々
で
二
三
〇
人
以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
た
頃
（
第
一
編
第
三

章
第
一
節
）、
日
本
列
島
は
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
の
最
中
で
あ
っ
た
。
入
鹿
切
れ

の
起
き
た
五
月
十
四
日
は
ち
ょ
う
ど
尾
張
藩
が
組
織
し
た
民
兵
の
部

隊
、
草そ
う

莽も
う

隊た
い

が
甲
信
・
北
越
へ
の
派
遣
の
た
め
、
名
古
屋
を
出
発
す

る
直
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
五
月
、
函は
こ

館だ
て

の
五ご

稜り
ょ
う

郭か
く

に
お
い
て
戊
辰
戦
争
が
終
結
し
、
新
政
府
に
よ
る
様
々
な

仕
組
み
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
整
え
ら
れ
て
い
く
。
地
方
制
度
に
つ

い
て
は
、
一
八
七
一
年
の
戸
籍
法
・
廃は
い

藩は
ん

置ち

県け
ん

以
降
と
な
る
。

　

当
時
の
町
域
内
に
と
っ
て
直
接
関
係
す
る
出
来
事
と
し
て
は
、
一

八
七
二
年
の
愛
知
県
区
画
章
程
に
よ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い

た
村
々
が
大
区
小
区
制
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
区
画
章
程

で
は
、
町
域
が
位
置
す
る
丹
羽
郡
は
第
四
大
区
と
な
っ
た
。
小
区
は

町
域
内
の
村
々
が
ま
と
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
小
口
村
・
河
北

村
は
現
扶
桑
町
北
部
と
現
犬
山
市
の
一
部
と
と
も
に
第
三
小
区
、
余

野
村
は
、
現
扶
桑
町
南
部
と
と
も
に
第
四
小
区
、
そ
れ
以
外
の
町
域

内
の
村
々
は
第
六
小
区
と
な
っ
た
。
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一
八
七
八
年
に
は
郡
区
町
村
編
成
法
公
布
に
と
も
な
い
、
小
口
村

（
小
口
村
と
入
鹿
清
右
衛
門
新
田
が
合
併
）・
河
北
村
・
余
野
村
・
外

坪
村
・
大
屋
敷
村
・
秋
田
村
（
長
桜
村
・
宗
雲
入
鹿
新
田
・
入
鹿
伝

右
衛
門
新
田
・
入
鹿
八
左
衛
門
新
田
・
入
鹿
長
桜
替
地
新
田
が
合

併
）・
豊
田
村
（
御
供
所
村
・
入
鹿
三
右
衛
門
新
田
・
入
鹿
又
助
新

田
・
入
鹿
九
郎
右
衛
門
新
田
・
小
折
入
鹿
出
新
田
が
合
併
）
と
な
り
、

一
八
八
九
年
は
さ
ら
に
小
口
村
（
小
口
村
・
余
野
村
が
合
併
）、
富
成

村
（
河
北
村
・
外
坪
村
が
合
併
）、
太
田
村
（
大
屋
敷
村
・
秋
田
村
・

豊
田
村
が
合
併
）
へ
と
集
約
さ
れ
た
。
余
野
村
は
一
時
期
柏
森
村
へ

と
編
入
さ
れ
る
が
、
一
九
〇
六
年
、
小
口
村
・
富
成
村
・
太
田
村
・

余
野
が
合
併
し
、
大
口
村
が
成
立
し
た
（
２
―
０
―
13
）。
大
口
村
成

立
時
の
人
口
は
七
三
〇
〇
人
、
戸
数
一
四
一
八
戸
で
あ
っ
た
。

　

合
併
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
、「
太
田
・
小
口
・
富
成
各
村
の
合
併

に
関
す
る
議
事
録　

別
紙
」
に
各
村
の
考
え
方
が
端
的
に
表
れ
て
い

る
。
そ
の
史
料
に
よ
る
と
、
県
か
ら
提
示
さ
れ
た
合
併
案
に
対
し
、

県
知
事
発
の
諮
問
を
受
け
た
各
村
会
が
そ
れ
ぞ
れ
答
申
を
し
て
い
る
。

太
田
村
は
小
口
村
・
余
野
を
合
併
し
て
「
田
口
村
」
に
す
る
と
い
う

案
に
賛
同
し
、
小
口
村
は
太
田
村
と
同
じ
内
容
の
諮
問
を
訂
正
し
、

太
田
村
・
富
成
村
・
余
野
を
合
併
し
て
「
大
口
村
」
と
す
る
と
答
申

し
て
い
る
。
富
成
村
は
、
楽
田
村
・
羽
黒
村
・
池
野
村
と
合
併
し
、

2-0-13　1906年大口村合併直前における各村の位置図（『まんが大口町の歴史』）
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「
二
宮
村
」
と
す
る
合
併
案
に
賛
同
し
て
い
る
。

　

一
九
一
二
年
は
、
降こ
う

雹ひ
ょ
うに

見
舞
わ
れ
た
年
で
あ
る
と
と
も
に
（
第

一
編
第
三
章
第
一
節
）、
野の

田だ

正ま
さ

昇の
り
が
村
長
に
就
任
し
た
（
第
三
編
第

七
章
）。
一
九
一
〇
～
二
〇
年
代
は
、
村
及
び
そ
の
周
辺
自
治
体
に
お

い
て
、
養
蚕
を
含
め
た
製
糸
業
が
盛
ん
と
な
る
。
野
田
は
一
九
一
四

（
大
正
三
）
～
一
八
年
の
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
景
気
に
よ
り
、
扶

桑
村
高
雄
（
現
扶
桑
町
高
雄
）
に
所
在
し
た
扶
桑
製
糸
が
休
業
し
た

際
、
扶
桑
村
長
と
と
も
に
昭
和
館
と
し
て
再
発
足
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
の
頃
の
村
域
内
は
、
昭
和
館
の
よ
う
な
製
糸
工
場
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
養
蚕
組
合
が
各
地
区
に
誕
生
し
、
桑
苗
の

生
産
か
ら
蚕
の
共
同
飼
育
、
繭
の
共
同
販
売
を
お
こ
な
っ
た
。
製
糸

業
の
隆
盛
も
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
か
ら
始
ま
る
世
界
的
な
恐

慌
に
よ
り
、
他
の
産
業
を
含
め
て
徐
々
に
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
っ

た
。

　

一
九
三
七
年
の
盧ろ

溝こ
う

橋き
ょ
う事
件
よ
り
、
本
格
的
な
戦
時
下
と
な
っ
た

日
本
に
お
い
て
、
村
に
は
軍
需
工
場
な
ど
の
施
設
が
な
か
っ
た
た
め
、

空
襲
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
北
に
各
務
原
陸

軍
飛
行
場
（
現
航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
）、
南
に
小
牧
陸
軍
飛
行
場

（
現
県
営
名
古
屋
空
港
）
や
、
名
古
屋
・
一
宮
な
ど
の
主
要
都
市
が
あ

る
た
め
、
特
に
終
戦
間
際
は
往
来
す
る
爆
撃
機
に
緊
張
感
が
走
り
、

焼し
ょ
う

夷い

弾だ
ん

も
投
下
さ
れ
、
二
人
亡
く
な
っ
て
い
る
。
戦
争
を
直
接
体
験

せ
ず
と
も
、
当
時
の
村
内
の
人
々
は
一
九
三
八
年
の
国
家
総
動
員
法

公
布
後
、
銃
後
の
軍
事
援
護
活
動
を
推
進
し
た
。
ま
た
、
村
内
は
終

戦
間
際
に
お
い
て
都
市
部
か
ら
の
疎
開
を
受
け
る
側
で
あ
り
、
家
族

単
位
の
疎
開
受
け
入
れ
を
は
じ
め
、
桂け
い

林り
ん

寺じ

・
徳
林
寺
な
ど
の
寺
院

で
は
名
古
屋
市
内
の
小
学
校
児
童
の
集
団
疎
開
が
あ
っ
た
。

戦
争
中
と
戦
後

　

当
時
は
各
家
で
防ぼ
う

空く
う

壕ご
う

と
い
っ
て
、
屋
敷
の
空
き
地
に
大
き
な
穴
を
掘

り
、
上
に
板
を
乗
せ
、
上
空
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
空
襲
警

報
発
令
の
合
図
が
出
る
と
防
空
壕
の
中
に
入
り
避
難
し
ま
し
た
。
当
時
は

竹た
け

藪や
ぶ

が
多
く
て
、
伝
右
（
現
大
口
町
伝
右
）
に
焼
夷
弾
が
落
ち
た
時
に
は
、

パ
ン
パ
ン
と
竹
の
は
ぜ
る
音
が
し
て
大
変
こ
わ
か
っ
た
の
を
今
も
覚
え
て

い
ま
す
。
学
校
へ
行
っ
て
も
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
、
家
に
帰
り
、

豊
田
八は
っ

剱け
ん

社し
ゃ

の
前
に
「
馬
場
」
と
い
う
春
と
秋
の
祭
り
に
馬
を
走
ら
せ
る

高
台
が
あ
り
、
そ
こ
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
ま
だ
高
い
ビ
ル
も
な
く
、
名
古

屋
の
栄
町
・
大
曽
根
あ
た
り
に
爆
弾
が
落
ち
て
炎
や
煙
の
上
が
る
の
を
見

て
い
ま
し
た
。

　

戦
後
は
、
家
も
焼
け
て
食
糧
が
な
く
て
食
べ
る
の
に
大
変
で
、
東
京
や

名
古
屋
か
ら
身
内
を
頼
り
に
大
口
村
へ
疎
開
し
て
き
て
い
ま
し
た
。
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田
舎
に
は
食
べ
物
の
余
裕
が
あ
る
の
で
、
名
古
屋
方
面
か
ら
衣
類
を
風

呂
敷
に
包
ん
で
布
袋
の
駅
か
ら
背
負
い
、
米
・
麦
・
さ
つ
ま
い
も
・
あ
わ
・

キ
ビ
な
ど
と
物
々
交
換
を
し
て
い
ま
し
た
。
学
校
の
運
動
場
一
面
は
麦
畑

で
、
昼
の
放
課
に
麦
ふ
み
を
し
ま
し
た
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
三
年
生

か
ら
六
年
生
ま
で
養
蚕
が
盛
ん
な
農
家
に
桑
の
木
の
皮
む
き
の
手
伝
い
に

二
時
間
ず
つ
行
き
ま
し
た
。
帰
り
に
芋
饅ま
ん

頭じ
ゅ
う・
さ
つ
ま
い
も
の
蒸
し
た
の

を
も
ら
い
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
二
年
生
ま
れ
）

空
襲
と
防
空
壕

　

昭
和
二
十
年
の
夏
、
私
は
小
学
校
低
学
年
で
し
た
。
国
語
の
授
業
を
受

け
て
い
た
と
き
、
担
任
の
先
生
が
急
に
大
声
で
泣
き
だ
し
ま
し
た
。
何
故

泣
く
の
か
な
あ
と
不
思
議
で
し
た
。
日
本
が
戦
争
に
負
け
た
こ
と
が
原
因

だ
と
い
う
こ
と
が
後
で
わ
か
り
驚
き
ま
し
た
。

　

一
年
生
の
頃
、
図
画
の
時
間
は
戦
闘
機
と
か
軍
艦
ば
か
り
を
描
き
、
先

生
も
上
手
に
描
け
た
と
よ
く
褒
め
て
く
れ
ま
し
た
。
放
課
後
の
遊
び
は
戦

争
ご
っ
こ
が
多
く
、
何
事
も
戦
争
一
色
で
し
た
。

　

近
く
に
は
小
牧
の
飛
行
場
や
各
務
原
の
飛
行
場
な
ど
軍
需
工
場
が
あ
っ

た
の
で
、
艦
載
機
に
よ
る
空
襲
は
頻
繁
に
あ
り
ま
し
た
。
名
古
屋
市
辺
り

は
Ｂ
二
九
爆
撃
機
に
よ
る
激
し
い
空
襲
が
あ
り
、
夜
に
友
達
と
近
所
の
見

晴
ら
し
の
良
い
と
こ
ろ
へ
出
か
け
、
申
し
訳
な
い
こ
と
だ
が
ま
る
で
花
火

の
よ
う
な
名
古
屋
空
襲
の
光
景
を
見
ま
し
た
。
大
口
村
に
生
ま
れ
住
ん
で

い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）

戦
争
の
思
い
出

　

戦
地
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
兵
隊
さ
ん
は
、
召
集
令
状
が
役
場
を
通
じ

て
届
く
と
、
お
宮
さ
ん
に
お
参
り
し
、
た
す
き
を
胸
に
巻
き
、
日
の
丸
の

は
ち
ま
き
で
大
勢
の
村
人
に
見
送
ら
れ
戦
地
に
向
か
い
ま
し
た
。
悲
し
い

こ
と
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
兵
隊
さ
ん
が
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

終
戦
間
近
の
こ
と
で
す
が
、
お
宮
さ
ん
で
竹た
け

槍や
り

の
軍
事
訓
練
を
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
年
寄
り
と
主
婦
が
中
心
で
、
藁わ
ら

の
人
形
を
敵
と
見
立

て
、
突
進
し
竹
槍
で
刺
す
と
い
っ
た
訓
練
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
人
は
背
が

高
い
と
の
噂
う
わ
さ
で
、
鳥
居
を
目
指
し
て
届
き
も
し
な
い
竹
槍
の
訓
練
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

暗
く
な
っ
て
か
ら
近
く
の
お
宮
さ
ん
へ
行
き
、
南
の
方
を
見
た
ら
、
Ｂ

二
九
の
爆
弾
投
下
で
炎
上
す
る
名
古
屋
方
面
が
ま
る
で
雷
が
落
ち
た
よ
う

に
見
え
ま
し
た
。
後
で
わ
か
り
ま
し
た
が
、
見
た
の
は
名
古
屋
大
空
襲
で

し
た
。�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）
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